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員が訪問すると気持ちよく対応してくださるのです

が、記憶障害があり、部屋はごみと排泄物の悪臭で

埋まっている状態でした。ご本人は「このままで大

丈夫」と言うばかりです。認知症のアセスメントで

は認知症の疑いが高く、独居での生活は困難と評価

しました。チーム員とのカンファレンスで専門病院

への受診と入院。その後、施設入所を検討すると方

向性を決定しました。そのため、近親者に連絡をと

り受診の同意は取れたのですが入院には「精神病院

だから・・」と同意がいただけません。そこでご本

人には「健康診断に病院に来てほしい」と話し、文

字の表示が理解できるのでカレンダーに「健診日」

と記載、近親者には事前に病院に見学にきていただ

き、ご理解いただき、受診から入院になりました。

認知症初期支援チームの活動は医療につなげたので

ここで終了になります。このように認知症初期集中

支援チームの活動は認知症の本人だけでなく、その

家族や主治医、近隣の方たちとかかわりながら困難

を解決していくのです。

　昨年の９月から泉区と地域包括支援センターと協

働しての認知症初期集中支援チームの活動は始まり

ました。１年たち、支援チームと「顔の見える」関

係が深まってきています。

　平成２９年９月から平成３０年９月の約１年間に

訪問事例数は１０件になります。現在も６件が進行

しています。今後も地域の方たちと協働し認知症初

期集中支援チームの活動を活発化したいと思ってい

ます。
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　  ～ 横浜市泉区と地域包括支援センターと協働して ～

   認知症初期集中支援チーム

　横浜ほうゆう病院の看護部長の原科です。９月の

ニュースレターで当院の日野院長が「認知症初期集

中支援チーム」についてお話されました。今回は訪

問事業について話します。

　認知症初期集中支援チームは地域で医療・介護に

つながっていない認知症の方や診断を受けていても

治療が困難になっている方を医療や介護につなげる

ように支援するチームの活動です。

　認知症初期集中支援チームで活動するにはまず、

ご家族、ご本人の同意をいただき、訪問日時を決定

し、病院からは看護師、福祉職の２人と泉区障害・

高齢支援課の担当者、地域包括支援センターの担当

者と訪問をします。訪問時は認知症アセスメント

（DASCと言われるシートを活用）をします。精神

状況（BPSD）身体状況、生活状況を含む社会的環

境なども考慮します。具体的には食事は摂れている

か、入浴は出来ているかなど安全に生活が行われて

いるかを確認します。場合によっては冷蔵庫の中身

なども見せていただくこともあります。

　１度の訪問で可能な場合と何度か訪問し、信頼関

係を構築してからでないとご本人に会えないことも

あります。また、独居で室内にごみがたまっている

方や訪問自体を拒む方もおります。その場合は「一

人暮らしの方を順番に訪問させていただいていま

す」などの説明をして訪問につなげています。

　１例として、徘徊で家に帰れなくなることが頻繁

になり近所への迷惑行為によって苦情が多発してい

る独居の男性です。医療への受診経験は無く、介護

で何とかつないでいる状況での相談でした。チーム
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横浜ほうゆう病院は認知症専門の精神科病院です。

当院のリハビリテーションは、各病棟およびデイケアに１名ずつ作業療法士が配置され、認知症患者

の生活に則したリハビリテーションを目標に実施しています。認知症リハビリテーションでは認知症の

行動・心理症状の改善及び認知機能や社会生活機能の回復を目的として、ＡＤＬ訓練、学習訓練療法、

運動療法、回想療法など個々の症例に応じて、さまざまな方法で幅広く行っています。

今年度は、平成２６年度の診療報酬改定から加算された【認知症患者リハビリテーション料】が拡大

されたことにより、当院ではより一層、認知症患者リハビリテーションに力を入れています。

※【認知症患者リハビリテーション料とは】

(平成２６年度)：重度認知症の状態にある患者に対して、個別療法でリハビリテーションを２０分以

上行った場合に、入院した日から起算して１ヶ月に限り、週３回を限度として算定。

(平成３０年度)：重度認知症の状態にある患者に対して、個別療法でリハビリテーションを２０分以

上行った場合に、入院した日から起算して１年を限度として、週３回に限り算定。

今年は会場（希望ヶ丘地区センター）の改修工事等の影響により、例年より一カ月遅れで『ほうゆう

保育園の運動会』を開催しました。体操やダンス、玉入れ、親子競技、リレーなど、保護者の皆様のご

理解とご協力と子どもたちの頑張りで、とても素敵な運動会でした。
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